
　学校教育目標

　 目指す学校像（ビジョン）
【目指す学校像】
【目指す児童・生徒像】
【目指す教員像】

前年度までの学校経営上の成果と課題

中期経営目標
4 全学年全学級で実施 4 診断テストで、80％以上の児童が80点以上
3 実施率80％以上 3 診断テストで、70～79％の児童が80点以上
2 実施率70％以上 2 診断テストで、60～69％の児童が80点以上
1 実施率70％未満 1 診断テストで、60％未満の児童が80点以上
4 教職員の取組評価で、肯定的回答90％以上 4 児童の満足度90％以上
3 教職員の取組評価で、肯定的回答80％以上90％未満 3 児童の満足度80％以上90％未満
2 教職員の取組評価で、肯定的回答70％以上80％未満 2 児童の満足度70％以上80％未満
1 教職員の取組評価で、肯定的回答70％未満 1 児童の満足度70％未満
4 教職員の取組評価で、肯定的回答90％以上 4 児童の自己評価で、満足度90％以上
3 教職員の取組評価で、肯定的回答80％以上90％未満 3 児童の自己評価で、満足度80％以上90％未満
2 教職員の取組評価で、肯定的回答70％以上80％未満 2 児童の自己評価で、満足度70％以上80％未満
1 教職員の取組評価で、肯定的回答70％未満 1 児童の自己評価で、満足度70％未満
4 教職員の自己評価で、肯定的回答90％以上 4 児童の満足度90％以上
3 教職員の自己評価で、肯定的回答80％以上90％未満 3 児童の満足度80％以上90％未満
2 教職員の自己評価で、肯定的回答70％以上80％未満 2 児童の満足度70％以上80％未満
1 教職員の自己評価で、肯定的回答70％未満 1 児童の満足度70％未満
4 教職員の取組評価で、肯定的回答90％以上 4 児童の自己評価で頑張れたと思う児童が90％以上
3 教職員の取組評価で、肯定的回答80％以上90％未満 3 児童の自己評価で頑張れたと思う児童が８０％以上９０％未満

2 教職員の取組評価で、肯定的回答70％以上80％未満 2 児童の自己評価で頑張れたと思う児童が６０％以上８０％未満

1 教職員の取組評価で、肯定的回答70％未満 1 児童の自己評価で頑張れたと思う児童が60％未満
4 教職員の取組評価で、肯定的回答90％以上 4 児童の自己評価でできたと思う児童が90％以上
3 教職員の取組評価で、肯定的回答80％以上90％未満 3 児童の自己評価でできたと思う児童が80％以上90％未満

2 教職員の取組評価で、肯定的回答70％以上80％未満 2 児童の自己評価でできたと思う児童が60％以上80％未満

1 教職員の取組評価で、肯定的回答70％未満 1 児童の自己評価でできたと思う児童が60％未満
4 教職員の取組評価で、肯定的回答90％以上 4 教職員の達成率が90％以上
3 教職員の取組評価で、肯定的回答80％以上90％未満 3 教職員の達成率が80％以上90％未満
2 教職員の取組評価で、肯定的回答70％以上80％未満 2 教職員の達成率が70％以上80％未満
1 教職員の取組評価で、肯定的回答70％未満 1 教職員の達成率が70％未満
4 教職員の取組評価で、肯定的回答90％以上 4 教職員の達成率が90％以上
3 教職員の取組評価で、肯定的回答80％以上90％未満 3 教職員の達成率が80％以上90％未満
2 教職員の取組評価で、肯定的回答70％以上80％未満 2 教職員の達成率が70％以上80％未満
1 教職員の取組評価で、肯定的回答70％未満 1 教職員の達成率が70％未満
4 教職員の取組評価で、肯定的回答90％以上 4 保護者、地域の満足度が90％以上
3 教職員の取組評価で、肯定的回答80％以上90％未満 3 保護者、地域の満足度が80％以上90％未満
2 教職員の取組評価で、肯定的回答70％以上80％未満 2 保護者、地域の満足度が70％以上80％未満
1 教職員の取組評価で、肯定的回答70％未満 1 保護者、地域の満足度が70％未満
4 教職員の取組評価で、肯定的回答90％以上 4 保護者、地域の認知度が90％以上
3 教職員の取組評価で、肯定的回答80％以上90％未満 3 保護者、地域の認知度が80％以上90％未満
2 教職員の取組評価で、肯定的回答70％以上80％未満 2 保護者、地域の認知度が70％以上80％未満
1 教職員の取組評価で、肯定的回答70％未満 1 保護者、地域の認知度が70％未満

主体的・対話的で深い学びに向けた
授業改善に取り組み、学力向上を図
る。

〇魅力ある授業を通し、児
童に達成感・成就感を味わ
わせる指導を工夫し、学力
を向上させる。

これまでの体育の研究を活かし、体
育授業などを通して、どの子も運動
の楽しさを味わうことができるようにす
る。

体育授業では発達段階に応じた学
習を行い、運動が苦手な児童も主
体的に学習に取り組めるようにす
る。

食育を日々の給食指導や生活指導
で推進し、よりよい食生活を送れるよ
うにする。

給食指導の充実を図るとともに、給
食だよりなどを通じて家庭にも啓発
して、バランスよく食べることの大切
さを指導する。

〇明るく元気でたくましい子　　〇よく考え進んで実行する子　　〇互いになかよくする子

子どもも、大人も、みんなの笑顔があふれる学校
子どもが夢を描き、心弾ませて通う学校

各学年の基礎的・基本的な内容の確
実な定着を図る。

朝学タイム、十二小タイムを確実に実施する。ま
た、朝学ＰＣタイムを実施し、端末の基本的操作技
能を身に付けさせる。スマイルネクストの活用や、
反転学習など宿題の出し方を工夫しながら基礎
的・基本的学力の定着を図る。

〇楽しさを味わいながら運
動に親しむことで、心身共
に健康な生活を送る態度
を養う。

 令和５年度　小平市立小平第十二学校　学校評価計画表

短期経営目標 具体的方策 取組指標 成果指標

学
力
向
上

〇児童を心から慈しみ理解し、児童の良さや個性を引き出し伸ばす教職員〇自らの課題を認識し、日々研鑽に努めるとともに、協働して磨き合う教職員〇地域を愛し、地域や保護者と共感し、積極的に対話しながら信頼に応える教職員

・コミュニティ・スクールとして保護者や地域と連携し、学習支援ボランティアの活用を通して、児童が主体的に友達と共にすすんで学習に取り組み、満足感・達成感を味わえる教育活動を目指す。
・あいさつ運動に力を入れ、家庭や地域の方々と協力しながら進んで挨拶する児童の育成を図る。また「十二小スタンダード」をもとに、家庭と連携して学校生活のルールの指導を行う。

ICT機器を活用し、視覚的に分かりやすい授業を
実施する。ホワイトボードで学習の見通しをもたせ
たり、授業の振り返りをさせたりする中で、自身の学
びや変容を自覚できる場面を作る。またペア学習
やグループ学習を確保し課題解決的な学習に取り
組む。

教科等担任制を実施することで、
教員の専門性を高めるとともに、教
材研究の時間を確保する。

業務改善について、教職員の意識
改革を図る。

会議を精選するとともに学習者用
端末を活用し、事前に議題を把握
できるようにする。行事のあり方や
取り組み方を工夫する。

健
全
育
成

（
い
じ
め
防
止

）

望ましい基本的生活習慣が定着する
ように、共通理解に基づいて指導す
る。

『十二小スタンダード』を基に、安全
で規律ある生活ができるように指導
する。

いじめや問題行動の未然防止、早期
発見と指導、および再発防止に努め
る。

ふれあい月間では、道徳等でいじめ防
止授業を行うとともに、児童理解アン
ケートを全児童対象に実施し、丁寧に
実態を把握する。組織的に対応策を講
じる。

健
康
づ
く
り

〇児童一人一人の理解に
努め、望ましい人間関係の
形成と自己表現力の育成
および基本的生活習慣の
定着を図る。

日頃から教員が率先して挨拶の範を示し

業
務
改
善
・
働
き
方
改
革

〇勤務時間、健康管理、子
どもと向き合う時間の確保
を意識した働き方を推進す
る。

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー

ル

〇コミュニティ・スクールとし
て、保護者・地域と連携し
地域に開かれた学校を目
指す。

様々な課題について、プロジェクト
チームで課題解決に取り組む。

プロジェクトチームで課題解決に向
け検討し、計画的なボランティアの
活用を通して、教育活動への保護
者や地域の参画を図る。

家庭や地域へコミュニティ・スクール
の取組を広報し理解を図る。

ホームページやブログ、ＣＳだより、学
校だよりを活用し、ＣＳとしての取組を家
庭・地域へ周知する。熟議の場を設
け、家庭や地域の願いや課題を知り、
学校運営に生かす。

中学年の外国語活動担任制、高学
年の教科担任制（社会・理科・外国
語）を実施する。


